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　　　　　　　　　　実験成績
　1．87Aa／株H抗原のスライド疑集及雁成緕：87　Aa！
株のH抗原についてのスライド凝集反腱ミの成績はTable　9
に示す如くであって，原株と同じく像S，七）をもっと考え
られる。この点を更に定量凝集反磨及び吸牧試瞼で確かめ
たものが次項である。
　2．．87　Aa！株H抗原に関する定量凝集友懸及び吸牧試
瞼＝原株S．senftenbergのH抗原は（g，　s，　t・’）である。
S．senftenberg　OH血清に対して87．Aが株が如何なる凝
集を示すかを槍査してみた。0抗原の影響を除くために，
S．senftenbergと同じ0抗原（1，　III，．　XIX｝を有する
S．niloeseを用いて，　S．　senftenberg　OH血滴を吸科して
H抗原のg，S丞びtのみを含む血清とした。この血清に
よる定量凝集反鷹の結果はTable　10に示してある。87Aa！
粧は原株S．Senf的nberg．と同様に高い凝集を示している。
　S，senftenbergとH抗原の内のgのみが共通して）・る．
S．blegdam　H血清を用いて定量凝集反雁を行なった結果
もあわせてTable　10に示されているが，この場合にも87
Aa！株はS．　senftenbe．rgと同様の凝集儂を示しておりg
を有することが知られる。
　S．senftenberg　OH血清を　S．　niloeseと　S．　budapest
Table　9．’　iff　Seide　AggJutination
　　　　of　8711α／S診γα伽
H　serum
antigen
a
b
e
d
e，　h
e，　n，X
，?
g，　m
g，　s，　t
??????
tS
D’
?ｉｅＣ氏Cf，g－1s7Aa／
十
十
???
ヨ［serum
p，　q
??
??
y
1，　5
工，6
J，　7
2
??
antlgen
S．　senf－　　　　S7　Aa！tenberg
十
十
十
十
14
Noヒes：＋indicates　positive　agglutination；
　 　　一　negative　agglutination．　，
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Table　10．　H’　Tu6e　Agglutination
　　　　げ87AαノStTαin
Agglutinogen
S．　derby 31
S．　essen 173
S．　budapest
S．　montevideo　623
S．　dublin 251
S．　rostock
S．　blegdam　B13S
S．　berta
S．　senftenberg　A
S．　senftenberg　HS－1
S7　AaX
S．　niloese　1236
H　anigens
f，　g・’
g，　m．．
9，t鱒
g， m，　s
9ダP”
g，　p，　U，．
9ンm，q”
f，　g，　t・’
g，　s，　t・・
g，　s，　t“・
d：　J，　7
OH　serum　against
S．　senf一
七enbergS．　blegdam
Absorbed　with
S．　niloese　i
Antibodies
g，　s，　t　lg，　m，　q
　1280
　2560
＞20480
　5］20
J280
1280
　1280
＞20480
＞20480
＞20480
］280
5120
10240
5120
5J20
5120
Notes：　Figures　indieate　highest　serum　dilution
　　　　at　which　agglutination　oecurred．
　　　　一　indieates　no　agglutination．　at　lto　40．
で吸配するとH抗原sに対する抗体が下り，S．　niloeseと
S，montevideoを用いて吸収するとH抗原tに対する抗体
が残る。これ等の血清を用いて定量凝集反慮を行った結果
がTable　I　Iに示されているが，87　Aa！株はこの揚合も，
S．senftenberg同様に高v’・凝集慣を示し，　s及びtを有す
ることが知られる。またS．senftenberg　H血清を87　Aa！
株で吸攻するとH抗体は残りなく吸収されてしまうこと
もTable　l　1右端の成績かち知られる。
　即ち以上の成績はS7　Aa！株がH抗原として（g，　s，　t・りを
有することを示している。
　3．87Aa／冤疫血清による凝集及雁及び吸牧試験：S7
Aa／株を用いてOH血清を作製し，この血清をS．　niloese
　　　　　　　　　　　　ので吸目した血清で定量凝集反日を行った結果がTable　J　2
に示されているが（g），（g，s＞或は（g，t）をH抗原として
持っているサルモネラ各群の苗は何れも高い凝集偵を示し
ている。
　S7　Aa！株OH血清をS，　niloeseとS．　budapestで吸牧
した血清での定量凝集反隠はTable　13に，　S．　niloeseと
S．montevideoで吸攻した血清での定量凝集反雁はTable
14に示されているが，両方の場合ともに87　Aa！株とS．
Senftenbergは同程度の高い凝集債を示している。且つ
Table　13ではs抗原因子をもつS，　montevideoとS．　senf－
tenberg（A及びHS｛株）のみが凝集しており，　g或は
（g，t）を含む菌は凝集陰性であるから，　Table　I　3の成績は
s抗体に基づくものと解され，從って87Aa〆株はs抗原因
子を有すると考えられる。またTable　14ではt抗原因子
を有するS．budapestとS．　senftenberg（A，　HS－1株）の
みが凝集し，g或は（g，　S）抗原因子をもつ菌は凝集陰性で
あるから，Table　14の成績はt抗体に基づくものと解さ
れ，從って87Aa！椋はt抗原因子を有すると考えられる。
　また87Aa／株OH血清をS．　senftenbergで吸攻すると．
その抗体は騰りなく心髄されてしまう。この事実はTable
14右方に示されている。
　即ち87　Aa！株とS．　senftenbergのH抗原は一致する。・
　以上の結果より87Aa！株はS．　senftenbergと同様に
H抗原として（g，s，　t・・）を有していると診断甜來る。
生物学的性駄
　抗原構造が変化した場合にその生物学的性状に変化を伸
なう場合S）と件なわない場合20）v22）とがあるが，本実瞼に
おいてはS．Senftenbergより87Aa株に変異した性合に
はdextrin，　maltoseの分解能力に変化を烈している。
S．senftenbergはこの両者を分解するが87　Aa！株は両者
を分解しない。87Aa株がAa！株に変異した時には生物
学的性状に変化を認めなかった。これを表示したのが
Table　15である。
　　　　　　　　　活力比較試験
　S，senftenbergと87　Aa／株の両者の10－i　mg，10－2mg
及び工0－3mgをそれぞれ3頭つつのマウスの骨肉内に接
種し4週間経過し観察したが何れの場合にもマウスを弊す
ことが出断ず，実瞼の範囲内では両者に差異を認められな
かった。
　4i圃問経過後に総てのマウスを撲殺して心，肺，肝，調
製及び腸間膜リンパ節の小片を胆汁培地にて塀濁し，遽藤
培地に分離培養した結果少数のものから肝，降職は腎より
接種菌が証明されたが，両薗株の間に差異は認められなか
った20）。　　　．　　　　　　　　　　　　’
　この結果はTable　16に表示してある。
小 括
　Ssenftenbergより得られた0抗原変異株87
Aat株のH抗原構造ぽ（9，　s，　t・・）であって，旧株と
同じであることが，交叉凝集反慮並びに交叉吸牧
試験で証明された。
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Table　11．　U　Tube　Agglutin．ation，　of　87　Aa！　Strain　by　Monofactopt　Serum
　　　　　　ノ加Sαnd　t　Factor，αnCl　the　Results　of　Absorf）tionげ．　Ant．i一一S．
　　　　　　　　　　　　　　　senftenberg　Sef’um　wsth　87　Aa’　Strain
札幌医誌1954
AgglutinogenH　a tigens
S．　essen 173 g，　m．．
S．　’b浮р≠垂?ｓ? 9，　七・・
S．　montevideo　623g， m，　s．．
S．　enteriditis1891． g，　m・．
S．　rostoek g，　p，　u・・
S．　blegdam　B13Sg，m，　q・・
S．　senftenberg　A
S．　senfteriberg　HS－i
g，　s，　t．．
g，　s，　t．．
87Aざ
S．　nileese 　　　　　1236　1　d：エ，7・。
OH　serum
S．　senftenberg
Absorbed　with
S．　niloese
Si　budapest
S．　niloese
S．　montevideo1 87　Aai
An七三body
s 1 t　’
，
2560
2560
2560
2560i
512Q
10240
10240
tO24Q
．
一
一
一
一
v
一
Notes　are　same　as　in　Table　IO．
Table　12．　HTube．ノ1gglut伽α弱。％吻87／1α／
　　　　AntiseTum　Absorbed　w．ith　S．　niloege
正Iantigens
Table　l3。　H　Tube五gσz緒初亡伽α麗。？z　by　87　Aα／
　　　　Antise’rum　Absorbecl　tvith　S．　niloese
　　　　　　　　　　　　and　S．　budnpest
Agglutino．gen
S．　derby 31
S．　essen ユ．73
S．　budapest
S．　montevideo　623
S．　enteriditis工891
S．　dublin
S．　rostock
S．　blegdam
2t5
B13S
S．　berta
S．　senftenbergA
S．　senftenberg　HS－1
87　Aai
S．　niloese1236
f，　g‘・
g，　m．・
g，　t．．
g，　m，　s・・
g，　m・・
g，　p”
g，p，　u－
9，m，　q鱒
f，　g，　t”
9，Sl七・・
g，　s，　t一・
d：　1，　7・・
OH　serum
87　Aa’
．Absorbed・　with
S．　niloe＄e
Agglutinogen
］280
＞20480 S．　essen
173
＞20480 S．　budapest
＞20480
10240
S．血ontevideo　　623
2560 S．　epteriditis　IS91
2560 S：　rostoek
」289
ユ280
S．　blegdamBI，S
＞20480
S．　senftenbergA
＞204SO S．　senftenberg　HS－1
＞20480 87　Aa！
，
Notes　are　same　as　in　Table　10．
S．　niloese1236
H　a tigens
g，　m・一
g，　t・・
g，　m，　s・・
g，　m・．
g，　p，　u，．
g，　m，　q一
g，　s，　t・・
g，　s，　t・・
d：　1，　7一
OH　serum　’
87　Aai
Ab orbed　with
S．　niloese
S，　budapest
一
2560
一
一
2560
．2560
2560
一
Notes　are　same　as　in　the　Table　I　O．
t
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Table　14．　，lil，Tube　Aggtutination　by　87　Aa’　AntiseTum　Absorbed　with
　　　　S．　m’loese　and　S．　montevideo，　and　the　Results　of　Absorption　of
　　　　　　　　　　　　　　　the　Same　Serum　with　S．　seopftinberg
17
Agglutinogen
，　S．　essen 173
S．　budapest
S．　montevideo　623
S．　enteriditis　1891
S．　rostock
H　antigens
g，　m・・
g，　t・・
9，m，　s韓
g，　m・．
g，　p，　u．．
OH　serum
87Aa！　　l　S7　Aaノ
Absorbed　witb
S．　niloese
S．　mont－
　evideo
5120
S．　senf－
tenberg
Agglutinugen
S．　blegdarnB13S
S．　senftenberg　A
S．senftenberg．】ヨ【S－1
87　Aa’
S．　niloese　1236
H　antigens
9，n1，　q匿’
g，　s，　t．．
g，　s，　t．・
d：　1，　7一
OH　serum
87　Aa’　］　87　Aa／
Absorbed　with
S．　niloese
S．　rnont－
　evideo
10240
10240
10240
S．　senf－
tenberg
Nbtes　are　same　as　in　Table　10．
Table　15．Results　of　ITTermentation　Reactions
Strain
S．　london 1446
S．　newington　C2
S．　selandia　7482
S．　new－brunswick　5411
S．　senftenbergA
?????
Medium
Peptone　water
Added　with
　一 ait七6f唇一．一一．．　i3a6石6う6玉｝七〇fユ壱．
　medium　j　solution
??????．?
??????????????????????????．? ?
???
???
???
???
???．
??．?
。???。?
十
??
? ??
??。???．???。??
??
十十
??
????
二⊥±．
一
??。?????」
十
?
???????????? ?????????????? ?
????
?「??⊥???
??
??。??』?
十
???
?????
??。?』???
?????。???
十
??
十
??。???』?
?????
一1一
十
???
十
??
????????
??? ?
?????????? ????
????
±1＋
H一一
???
十
??
十
??
』 ??﹈???
十
??
十
??
????
．???????????
???「? ．??? 「??? ?
??．?
；’P
?
??
??
十
??
Notes：　The　observations　were　eontinued　for　30　days．　十　indicates　positive，　一　negative，　and
　　　　　　　士　㌔veakly　positive　reaction．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　Table　16．　Cultural　Examinations　of　Miee　which，　weTe　lnoculated　with
　　　　　　　　　　　　　　　・S．sanftenbe7・9　五〇r　87／1α〆Strainプ「oγ　碗7・ulence　Test
S．　senftenberg　A
Dosis　of
orgamsms
10－i　mg
10’：’・　mg
10－3　mg
Mi3　PeiHeart［Lung
No．　1
No．　2
No．　3
No．　4
No．　5
No；　6
Ll…臨。y
L
十 十
Spleenl　Md．
十
No．　71
No．　sl
No．　9・
一　L　．
一　　　　　　　1　　　　　　一
87　Aai　strain
ttSIS　Of　　　　　　　　L
orgamsms騰eiHear・
10－i　mg
10一窪mg
10－3　mg
No．11
No．12
No．13
No．14’　一
No．15　一
No．16，　一
No．17
No．18
No．19
Lung
十一
LiverKi－dney
十
SpleenMd．
Notes：＋　indicates　recovery　of　organisms．　一　indicates　that　organisms　could　not　be　recovered
even　after　enriching　in　bile　medium．　Md．＝Mesenterial　lymph　nodes．
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　；一方生物学的性状では87Aa株は原株と異なり
dextrin及びmaltoseを分解する能力を失ってVO
るが，87Aa！株は87Aa株と全く一・・致しており，
dextrin及びmaltoseを分解しない点で原株の
S・senftenberg　A株と異なっている。
　87　Aa’株の毒加こは原株Ssenftenberg　A株
と比べ差異は認められなかった。
　　　　　　　　　　　　　　（昭和29，11．21受付）
（To　be　continued）
